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市の職員給与と職員数

人件費の状況

特別職の報酬など

職員数の適正化

一般行政職の給与など

●歳出総額と人件費（平成27年度決算）

●人件費の内訳（平成28年度当初予算）

●平均年齢と平均給料月額

　市では「いわき市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例」などに基
づき、職員の任免や職員数、給与などを公表することとしています。今月号
では、市職員の給与と、職員数の適正化などについてお知らせします。

　市職員の給与は、国やほかの地方公共団体の
職員給与、民間事業所の従業員給与との釣り合
いなどを考慮して定めています。

　市ではこれまで、震災からの復興・再生への
取り組みを着実に進めるため、必要な増員を行
う一方で、事務事業の見直しや民間委託などを
積極的に進め、職員数の適正化に取り組んでき
たところです。
　今後も引き続き、本市の復興と創生に向けた
さまざまな取り組みを推進するため、限られた
職員を最大限に活用する
とともに、職員配置の工
夫や多様な任用形態の活
用などを図りながら、職
員数の適正化に努めてい
きます。

（平成28年12月１日現在）

（平成28年４月１日現在）
●職員数の推移（各年４月１日現在）

●初任給（平成28年４月１日現在）

●職員手当（平成28年12月１日現在）

1,685.0

（単位：億円）

（単位：億円）

歳出総額
人件費

※（　）は前年度との差

給料
85.3

※退職手当は除く。

※そのほか、扶養手当や住居手当、通勤手当、特殊勤務手
　当、超過勤務手当などがあります。

総額132.6
期末・
勤勉手当
31.7

その他
の手当
15.6

平均年齢

大学卒 高校卒

区　分 給料・報酬の月額 期末手当
市　長
副市長
議　長
副議長
議　員

1,089,000円
891,000円
700,000円
660,000円
630,000円

3.2月分

平均給料月額

期末・勤勉手当 退職手当（最高限度額）

41歳１カ月
322,400円

4.25月分 49.59月分

189,100円 153,900円

給料

報酬

●お問い合わせ
・職員の給与に関すること　
　職員課給与係　☎22－1128
・職員数の適正化に関すること　
　職員課行政管理係　☎22－7407

3,500 3,600
（人）

平成24

25

26

27

（年度）
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3,556（△37）

3,545（△11）

3,498（△47）
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3,593
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133.1

お 知 らせ
し ま す

○
お
問
い
合
わ
せ

・
市
県
民
税
の
申
告

　
市
民
税
課

　
☎
22
・
７
４
２
６

　
☎
22
・
７
４
２
７

・
確
定
申
告

　
い
わ
き
税
務
署

　
☎
23
・
２
１
４
１
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▼
申
告
期
間
　
２
月
１
日
㈬
〜

　
３
月
15
日
㈬
（
土
・
日
曜
日

　
を
除
く
）

▼
対
象

①
給
与
支
払
報
告
書
が
勤
務
先

　
か
ら
市
に
提
出
さ
れ
て
い
な

　
い
方

②
給
与
以
外
に
所
得
が
あ
っ
た

　
方

③
２
カ
所
以
上
か
ら
給
与
の
支

　
払
い
を
受
け
た
方

④
営
業
・
農
業
・
不
動
産
な
ど

　
の
所
得
が
あ
る
方

⑤
雑
損
・
医
療
費
・
生
命
保
険

　
料
・
地
震
保
険
料
な
ど
の
控

　
除
を
受
け
る
方

⑥
平
成
28
年
中
に
所
得
が
な

　
か
っ
た
方

⑦
非
課
税
所
得
（
障
害
・
遺
族

　
年
金
、
雇
用
保
険
、
児
童
扶

　
養
手
当
な
ど
）
が
あ
っ
た
方

※
公
的
年
金
等
の
収
入
金
額
が

　
四
百
万
円
以
下
で
あ
り
、
か

　
つ
公
的
年
金
等
以
外
の
所
得

　
が
二
十
万
円
以
下
の
方
で
、

　
所
得
税
の
確
定
申
告
を
す
る

　
必
要
が
な
い
方
で
も
、
控
除

　
を
受
け
た
い
場
合
は
、
市
県

　
民
税
の
申
告
が
必
要
で
す
。

※
確
定
申
告
を
す
る
方
は
、
市

　
県
民
税
の
申
告
は
不
要
で
す
。

※
申
告
の
内
容
に
よ
っ
て
、
税

　
務
署
が
開
設
す
る
確
定
申
告

　
書
作
成
会
場
に
案
内
す
る
場

　
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
持
参
す
る
も
の
　
マ
イ
ナ
ン

　
バ
ー
カ
ー
ド
、
健
康
保
険
・

　
年
金
・
医
療
費
等
の
領
収
書

　
や
、
各
種
控
除
証
明
書
、
印

　
鑑
な
ど

①
給
与
所
得
者
や
年
金
受
給
者

　
＝
源
泉
徴
収
票
な
ど

②
自
営
業
や
農
家
の
方
＝
収
入

　
金
額
や
必
要
経
費
を
記
入
し

　
た
帳
簿
な
ど

※
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
お

　
持
ち
で
な
い
方
は
、
通
知

　
カ
ー
ド
ま
た
は
マ
イ
ナ
ン

　
バ
ー
が
記
載
さ
れ
た
住
民
票

　
の
写
し
と
、
運
転
免
許
証
・

　
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
の
本
人
確

　
認
書
類
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※
事
業
所
得
に
係
る
収
支
、
年

　
間
の
医
療
費
な
ど
は
、
あ
ら

　
か
じ
め
整
理
・
計
算
し
て
お

　
持
ち
く
だ
さ
い
。

▼
申
告
方
法
　
市
県
民
税
申
告

　
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

　
１
月
10
日
付
の
お
知
ら
せ
回

　
覧
文
書
で
指
定
す
る
日
時
・

　
会
場
で
申
告

※
申
告
期
間
中
、
市
民
税
課
で

　
は
郵
送
の
申
告
書
（
マ
イ
ナ

　
ン
バ
ー
カ
ー
ド
な
ど
の
写
し

　
を
添
付
）
の
み
受
け
付
け
て

　
い
ま
す
。

○
確
定
申
告
を
す
る
方
へ

　
確
定
申
告
書
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
早
め
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
な
お
、
国
税
庁
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
「
確
定
申
告
書
等

作
成
コ
ー
ナ
ー
」
で
作
成
し
た

申
告
書
は
、
郵
送
な
ど
で
提
出

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
申
告
書
作
成
会
場
を
開
設

　
申
告
書
の
受
け
付
け
や
記
載

方
法
の
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
を
行

い
ま
す
。
三
月
は
、
会
場
が
混

雑
し
ま
す
の
で
、
早
め
に
ご
来

場
く
だ
さ
い
。

▼
開
設
期
間
　
２
月
８
日
㈬
〜

　
３
月
15
日
㈬
（
土
・
日
曜
日

　
を
除
く
）
　
９
時
〜
16
時

▼
と
こ
ろ
　
イ
オ
ン
い
わ
き
店

※
い
わ
き
税
務
署
に
は
申
告
書

　
作
成
会
場
を
設
け
て
い
ま
せ

　
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

ト
ピ
ッ
ク
ス

市
県
民
税
の
申
告
相
談
受
け
付
け
を
開
始

市
県
民
税
の

申
告
相
談
受
け
付
け

い
わ
き
税
務
署
か
ら
の

お
知
ら
せ

高齢者の障害者控除のお知らせ

大臣表彰

　長寿介護課介護認定係　☎22-7475
　65歳以上の方で、身体障害者手帳、療育手帳、精神障
害者保健福祉手帳のいずれかをお持ちでなくても、要介
護認定（要支援認定を除く）を受けている方などのうち、
障がい者に準ずるとして市の認定を受けた方は、所得税
や市県民税の障害者控除を受けることができます。　
※認定の申請は、各地区保健福祉センター窓口で。

＝年齢は12月８日現在。50音順・敬称略＝

○総務大臣表彰（自治会等地縁に
　よる団体功労者）
▶代田勝巳83＝中央台鹿島４区自
　治会区長　中央台
○厚生労働大臣表彰（調理師関係
　功労者）
▶菊地重憲60＝常磐興産㈱料飲部
　総料理長　平谷川瀬
○厚生労働大臣表彰（援護事業功
　労者）
▶清水良祐73＝県遺族会理事、市
　遺族連合会会長　平　
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太
平
洋
に
突
き
出
た
塩
屋
埼

の
沖
合
。
こ
の
辺
り
に
は
岩
礁

が
点
在
し
て
い
た
た
め
、
昔
か

ら
座
礁
す
る
船
舶
が
相
次
ぎ
、

航
行
の
安
全
が
求
め
ら
れ
ま
し

た
。
こ
れ
に
応
え
た
の
が
、
岬

の
突
端
に
明
治
三
十
二
（
一
八

九
九
）
年
十
二
月
に
築
造
さ
れ

た
塩
屋
埼
灯
台
で
し
た
。
当
時

は
レ
ン
ガ
仕
様
で
、
塔
の
中
間

に
し
ま
模
様
が
施
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

　
昭
和
十
三
（
一
九
三
八
）
年

十
一
月
、
福
島
県
東
方
沖
を
震

源
と
す
る
地
震
で
、
灯
台
は
修

理
が
で
き
な
い
ほ
ど
の
大
き
な

被
害
を
受
け
ま
し
た
。
昭
和
十

五
（
一
九
四
〇
）
年
三
月
に
は
、

二
代
目
の
白
亜
の
灯
台
に
造
り

替
え
ら
れ
ま
し
た
が
、
受
難
は

続
き
ま
す
。
戦
争
に
よ
る
空
襲

に
た
び
た
び
見
舞
わ
れ
、
昭
和

二
十
（
一
九
四
五
）
年
八
月
に

は
、
灯
台
職
員
が
犠
牲
と
な
り

ま
し
た
。

　
そ
の
後
は
平
穏
を
取
り
戻
し
、

映
画
『
喜
び
も
悲
し
み
も
幾
年

月
』
や
歌
謡
曲
『
み
だ
れ
髪
』

の
舞
台
と
な
っ
て
、
多
く
の
人

が
訪
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

東
日
本
大
震
災
で
は
、
灯
台
や

そ
の
周
辺
が
被
害
を
受
け
ま
し

た
が
、
平
成
二
十
六
（
二
〇
一

四
）
年
二
月
に
一
般
公
開
を
再

開
し
ま
し
た
。

　
灯
台
が
建
つ
薄
磯
地
区
で
は
、

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
に

向
け
た
事
業
が
進
ん
で
い
ま
す
。

海
面
か
ら
約
七
十
七
メ
ー
ト
ル

に
そ
び
え
る
高
さ
約
二
十
七

メ
ー
ト
ル
の
灯
台
は
、
地
区
の

復
興
を
見
守
り
な
が
ら
、
海
を

照
ら
し
続
け
て
い
ま
す
。

（
い
わ
き
地
域
学
會

　
　
　
　
　
　
　
小
宅
幸
一
）

※

い
わ
き
市
内
の
昔
の
写
真
を

　
お
持
ち
で
、
提
供
い
た
だ
け

　
る
方
は
、
ふ
る
さ
と
発
信
課

　
（
☎
22
・
７
５
０
３
）
ま
で

　
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
い
わ
き
市
は
、
市
制
施
行
五
十
周
年
を
迎

え
ま
し
た
。
本
市
の
こ
れ
ま
で
の
歩
み
を
、

市
内
各
所
の
過
去
と
現
在
の
写
真
を
比
較
し
、

エ
ピ
ソ
ー
ド
を
交
え
な
が
ら
振
り
返
り
ま
す
。

沖合約41㎞の海上まで光を放ち船舶の航行の安
全を守る〔昭和60（1985）年８月　いわき市撮
影〕

東日本大震災での被災を乗り越え海を見守り続
けている〔平成26（2014）年12月　いわき市撮
影〕

測定時刻：13時
単　　位：マイクロシーベルト／時
出　　典：原子力規制委員会ホーム
　　　　　ページより

※過去における測定値、平成22年度の市内の状況については、0.04～0.07マイクロシーベルト／時で推移していました。（福島県ホームページより）

12月12日㈪の市役所本庁舎、各支所・市民サービスセンターでの放射線量測定値
庁舎・支所 小名浜 勿来 常磐 内郷 四倉 遠野 小川 好間 三和 田人 川前平（本庁） 久之浜・大久

地上１m 0.089 0.034

市民サービスセンター 豊間
地上１m 0.090

泉
0.047

中央台
0.060

0.040 0.051 0.042 0.048 0.047 0.054 0.051 0.070 0.061 0.062 0.057

放射線に関する問い合わせ窓口（県設置窓口）☎0120－988－359　平日：８時30分～18時15分　土日祝：８時30分～正午

水道水の放射性
物質の測定結果

水道局では、市内全 12 浄水場の水道水を週３回（法田第一ポンプ場・旅人浄水場・上遠野浄水場は週１回）検査しています。現在の検
査結果は、放射性ヨウ素・放射性セシウムとも、全て不検出（１ベクレル /㎏未満）であり、安心して飲んでいただけます。

モニタリングポストは、マイクログレイ／時で測定されていますが、
本表では１マイクログレイ／時＝１マイクロシーベルト／時と換算
して表示しています。

塩
屋
埼
灯
台

市
民
の
ひ
ろ
ば
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産
を
販
売
し
、
皆
さ
ん
に
は
、
い
わ
き
産

の
ワ
イ
ン
と
食
を
楽
し
み
な
が
ら
、
ゆ
っ

く
り
と
し
た
時
間
を
過
ご
し
て
い
た
だ
け

る
よ
う
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
休
日
に
は
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
実
施
し
、

地
域
の
皆
さ
ん
が
交
流
で
き
る
場
所
に
し

て
い
き
た
い
で
す
。

Ｑ
　
今
後
の
目
標
や
抱
負
を
お
聞
か
せ
く

だ
さ
い
。

　
ワ
イ
ン
を
通
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
取
る
こ
と
が
で
き
た
り
、
場
に

笑
顔
が
あ
ふ
れ
た
り
、
交
流
の
輪
が
広

が
っ
た
り
す
る
な
ど
、
ワ
イ
ン
に
は
人
と

人
と
を
つ
な
げ
る
力
が
あ
り
ま
す
。

　
今
後
も
、
お
い
し
い
ワ
イ
ン
を
作
り
続

け
、
よ
り
多
く
の
方
を
笑
顔
に
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
皆
さ
ん
に
温
か
い

気
持
ち
に
な
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
ワ
イ

ン
や
場
所
を
、
い
わ
き
で
作
っ
て
い
き
た

い
で
す
。

度
管
理
の
方
法
も
分
か
ら
ず
、
大
変
苦
労

し
ま
し
た
。
ブ
ド
ウ
の
出
来
に
よ
っ
て
ワ

イ
ン
の
味
も
変
わ
る
た
め
、
毎
年
新
し
い

課
題
が
出
て
き
て
大
変
で
す
が
、
ワ
イ
ン

作
り
は
と
て
も
楽
し
い
で
す
。

　
地
域
の
皆
さ
ん
か
ら
は
、
い
わ
き
初
の

ワ
イ
ナ
リ
ー
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
す
ご

く
応
援
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
の
を
感
じ

ま
す
。
ワ
イ
ン
の
出
来
を
楽
し
み
に
し
て

い
る
と
い
う
声
を
い
た
だ
い
た
り
、
ブ
ド

ウ
の
植
樹
祭
や
収
穫
祭
に
は
、
大
勢
の
方

が
参
加
し
て
く
れ
た
り
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
　
こ
れ
か
ら
始
め
よ
う
と
思
っ
て
い
る

活
動
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
人
が
た
く
さ
ん
集
ま
る
こ
と
が
で
き
る

場
所
を
作
り
た
い
と
思
い
、
ワ
イ
ナ
リ
ー

の
近
く
に
、
ブ
ド
ウ
畑
と
店
舗
、
駐
車
場

を
整
備
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
店
舗
で
は
、
私
た
ち
が
作
っ
た
ワ
イ
ン

と
、
お
つ
ま
み
に
な
る
よ
う
な
地
元
の
物

Ｑ
　
ワ
イ
ン
作
り
を
始
め
た
き
っ
か
け
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
同
法
人
の
理
事
長
で
あ
る
父
が
、
も
と

も
と
ワ
イ
ン
好
き
だ
っ
た
こ
と
が
き
っ
か

け
で
す
。
さ
ら
に
、
体
を
動
か
す
農
作
業

が
障
が
い
の
あ
る
方
に
向
い
て
い
る
た
め
、

障
が
い
者
の
就
労
支
援
に
も
な
る
よ
う
、

ワ
イ
ン
作
り
を
始
め
ま
し
た
。

　
日
本
は
全
国
的
に
湿
度
が
高
く
、
ワ
イ

ン
用
の
ブ
ド
ウ
を
栽
培
し
に
く
い
気
候
の

た
め
、
い
わ
き
で
ワ
イ
ン
を
作
る
と
い
う

の
は
夢
の
よ
う
な
話
で
し
た
。
加
え
て
、

夢
を
持
っ
て
ワ
イ
ン
作
り
を
続
け
て
い
き

た
い
と
い
う
思
い
を
込
め
て
、
私
た
ち
の

ワ
イ
ン
に
は
「
い
わ
き
夢
ワ
イ
ン
」
と
名

付
け
ま
し
た
。

Ｑ
　
ワ
イ
ン
を
作
っ
て
み
て
い
か
が
で
し

た
か
。

　
本
年
は
醸
造
を
始
め
て
二
年
目
な
の
で
、

要
領
を
得
て
き
ま
し
た
が
、
一
年
目
は
温

市民のひろば
233

市民のひろば ～地域が輝く！明るく 元気な いわき～

　今月号は、いわきワイナリーを運営する「特定非営利活動法
人みどりの杜福祉会」事務局次長の今野麻未さんに、本市で初
となるワイン作りの取り組みについて、インタビューした内容
をお伝えします。

大勢の参加者がワイン用ブドウの収穫
を体験

市内でブドウの栽培・醸造全てが行わ
れる「いわき夢ワイン」

今野麻未さん（特定非営利活動法人み
どりの杜福祉会事務局次長）

もり


